
光警報装置の設置基準素案（イメージ）  
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設置方法 

感知器の作動と連動
して作動すること。 

天井：１０ｍ以下 
壁：２．０ｍ以上２．４ｍ以下 

（ＮＦＰＡを参照） 

○ 各部分において、照度が０．４Lx以上確保されるよう設けること。（ＩＳＯ規格案を参照） 
○ UL認証を取得している機器については、NFPAに規定された設置間隔に基づき設ける  
  こと。（UL及びNFPAを参照）  

同一部分で二個以上の光警報装置を設ける場合、
光の点滅の同期をとる等の措置を講ずること。 

 モデル施設については、用途もしくは建物ごとに、共用部分や外来者が訪れる場所を中心に建物関
係者と調整の上、設置場所を決定する。 

参考資料２－２ 
（資料２－４関連） 
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